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■はじめに 

 

本書は、安来市の人口、産業、経済、教育、文化など各分野の基礎的な統計資料を収録又は編集し、市勢

の現状と発展の推移を明らかにしようとするものです。 

内容につきましては、整備充実に努めましたが、不備不完全な点があると思われますので、各方面からの

ご意見ご指導を賜れば幸いに存じます。 

 発刊にあたり、貴重な資料をご提供くださいましたみなさまにお礼申し上げますとともに、今後とも一層

のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成 21年 3月  安来市役所総務部総務課 
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■ご利用にあたって 
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◇統計表中の符号の用法は次のとおりです。 
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 「×」・・・秘密保持上統計数値を公表しないもの 
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■元気・いきいき・快適都市 

 安来市は、中海圏域のほぼ中央に位置し、山・川・平野・海のすべてを持つ、自然環境に恵まれた地域で

す。数多くの神話や伝説の舞台として歴史的・文化的にも高い価値を持っているほか、古くから製鉄を営む

地域としても全国的に知られています。 

 豊かな自然と文化をいしずえとして、笑顔と健康がはじけるように輝くまちを目指します。 

  

■歴史 

 今からおよそ1300 年前、当地域は出雲国の東部「意宇
お う

郡」に属していましたが、その後平安時代に「出雲

国能義郡」として一つの行政区となりました。 

 戦国時代には広瀬の月山富田城を治める尼子氏が、陰陽 11州（現中国地方全域）に勢力を及ぼすまでに台

頭し、当地域は山陰の中心地として栄えました。また、江戸時代になると松江藩の支藩として広瀬･母里藩が

置かれ、安来は山陰道の港町として和鉄や蔵米の集散地として発展しました。 

 廃藩置県により、明治 4 年 7 月に島根県として統合され、明治 22 年の市町村制の施行に伴い当地域は 16

町村となりました。戦後各町村が合併し、「安来市」･「広瀬町」･「伯太町」の 1市 2町となりました。 

 歴史・文化・生活などにおいて一体性を有し、広域行政組合などを通じて協力して地域づくりを行ってき

た 1市 2町は、平成 16年 10 月 1日合併により新生「安来市」として新たなまちづくりを行うこととなりま

した。 

 

■市のシンボル 

市の花：さくら 市の木：竹 市の鳥：白鳥 市の魚：どじょう 

    

 

■市章 

 

 「安」の文字をモチーフとして、人と自然がいきいきと共存共栄し、舞い踊るイメ

ージをデザイン化しています。グリーンは自然・発展・調和、オレンジは陽光・人・

活気、ブルーは清らかな水・青空を表現しています。 

 

■市のキャラクター 

 

安来節どじょうすくいキャラクターが、広く市民に愛され、コミュニケーションを活

性化させると共に、市のイメージを内外に伝えることを目的とし作成されました。 

 

 

元気・いきいき・快適都市 

～水と緑と文化が調和する健康・交流のまち～ 市の紹介 
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■位置・地勢 

安来市は島根県の東部、鳥取県との県境に位置し、東は米子市･南部町、南は日南町（以上鳥取県）、奥出

雲町、西は東出雲町･松江市･雲南市に接しています。市域は東西およそ 22km、南北およそ 28km で、面積は

420.97ｋ㎡です。南部は中国山地に連なる豊かな緑に覆われ、そこを源流として中海に注ぐ飯梨川･伯太川全

流域が市域に含まれます。下流域に形成された三角州平野には広大な耕地が広がり、上流域には豊かな森林

と県東部の水瓶としての機能も果たす布部･山佐ダムがあります。 
 

■気候 

気象は、平均気温が約 15℃前後、降水量は年間約 1,800 ㎜です。また、山沿いは平野部に比べ年間平均気

温が低く、冬季の降雪量が多くなっています。 
 

■交通 

道路は、国道 9号バイパス（自動車専用道路）である安来道路が東西に走り、山陰自動車道の一部として

機能しています。その他、南北に走る国道 432 号、主要地方道（安来木次線、伯太日南線）など幹線道路網

でネットワークされています。 

空路は、安来市から直線距離で西へ約 30㎞の地点に出雲空港、北におよそ20㎞の地点に米子空港があり、

東京や大阪などへも良好なアクセスが確保されています。 

鉄道は、ＪＲ山陰本線が東西に走り、安来駅・荒島駅を有しています。安来駅から県庁所在地である松江

市までは特急で約 13分、隣接の米子市（鳥取県）までは約 7分の連絡となっています。 
 

■福祉・医療 

安来市は、地域医療の中核となる市立病院をはじめ、子ども未来課・いきいき健康課・高齢者安心課を設

置し、安心して子どもを生み育てることのできる地域社会、また高齢者や障害者をはじめ、誰もが活き活き

と暮らせる社会の実現に向け、総合的な福祉施策を積極的に推進しております。 
 

■教育・文化 

安来市では、市内すべての小中学校で「安来市の豊かな自然、歴史、文化を学校教育に取り入れ、地域に

育ち、郷土への誇りと地域コミュニティの担い手として市民意識をもった子どもを育てる」ことをねらいと

した「ふるさと教育」を推進しています。 
 

■観光 

全国的に有名な「民謡安来節」の発祥の地です。また、約 1400 年前に開かれた清水寺、1万坪の日本庭園

を持ち近代日本画の名品を多数展示している足立美術館、たたら製鉄などの鉄文化を伝える和鋼博物館など、

文化の香り高いすぐれた観光資源を有しています。 
 

■環境 

安来市は、ごみの減量化・再資源化を目的に 16分別を実施し、Reduce(リデュース：むだを減らす)、Reuse(リ

ユーズ：再利用)、Recycle（リサイクル：再資源化する）の 3R によって、資源循環型社会の構築を目指し

た取り組みを積極的に推進しています。 
 

■産業・経済 

豊かな自然を活用した農業は、米を柱に野菜や果物（梨・ぶどう・いちご・メロンなど）を生産し、県内

農業の中心的役割を果しています。また、古くから鉄の集積地として歴史がある安来市は、鉄鋼産業に取り

組む企業が集積しています。中でも、高級特殊鋼「ヤスキハガネ」は、航空機から精密機器などの素材とし

て高い評価を得ており、世界で最先端の技術力を誇ります。 

新しい時代に対応した多彩なコミュニティの形成と 

産業振興・地域活力の創造 
市勢 
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■安来市の変還 
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■地目別面積（民有地）の推移 

                                                                                            （単位：ｈａ，％） 

区分 

平成 17 年 

（2005 年） 

平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

面積 地目割合 面積 地目割合 面積 地目割合 面積 地目割合 

総数 19,154 100.0 19,110 100.0 19,012 100.0 18,995 100.0 

田 4,257 22.2 4,232 22.1 4,217 22.2 4,206 22.1 

畑 976 5.1 968 5.1 966 5.1 965 5.1 

宅地 831 4.3 833 4.4 837 4.4 840 4.4 

池沼 42 0.2 38 0.2 38 0.2 38 0.2 

山林 12,345 64.5 12,300 64.4 12,252 64.4 12,240 64.4 

原野 503 2.6 516 2.7 521 2.7 525 2.8 

雑種地 200 1.0 203 1.1 181 1.0 181 1.0 

資料：税務課 各年 1 月 1 日現在 

 

■都市計画の地域区分面積 

                                              （単位：ｈａ，％） 

区分 面積 構成比 

総面積（行政区域面積） 42,097 100.0 

都市計画区域 

総数 8,781 20.9 

市街化区域 659 1.6 

市街化調整区域 6,702 15.9 

用途の定めの無い区域 1,420 3.4 

その他 33,316 79.1 

資料：都市政策課 平成 20 年 3 月 31 日現在 

注）その他の区域の面積は、都市計画区域外 31,160ｈａ及び中海の行政水面 2,157ｈａを 

含む総面積は国土地理院の数値で、四捨五入の関係で合わない。 

 

◇市街化区域の内訳 
 （単位：ｈａ，％） 

地域名 面積 構成比 

合計 659 100.0 

住居系 

第一種低層住居専用地域 42 6.4 

第二種低層住居専用地域 0 0.0 

第一種中高層住居専用地域 84 12.7 

第二種中高層住居専用地域 0 0.0 

第一種住居地域 205 31.1 

第二種住居地域 35 5.3 

準住居地域 7 1.1 

商業系 
近隣商業地域 19 2.9 

商業地域 24 3.6 

工業系 

準工業地域 99 15.0 

工業地域 10 1.5 

工業専用地域 134 20.3 

資料：都市整備課 平成 20 年 3 月 31 日現在 

 

安来市は、山林が最も多く、次に田・畑と続き、推 

移からも地目割合に大きな変化は見られない。 
土地・自然 

■一級河川 

   （単位：㎞） 

名称 上流端 下流端 
河川 

延長 

伯太川 伯太町草野 中海 25.0 

飯梨川 広瀬町比田 中海 35.9 

山佐川 広瀬町奥田原 飯梨川 15.5 

吉田川 上吉田町 中海 12.5 

資料：島根県統計書 

 

■湖 

 （単位：㎞，ｋ㎡，m） 

名称 
湖岸線 

延長 

満水 

面積 

水深 

最深 平均 

中海 104.6 86.79 8.4 5.4 

資料：島根県統計書 

注）所在地は、松江市・安来市・八束郡・米子市・境港市 

 

■ダム 

 （単位：m，千㎥） 

名称 目的 提高 
有効貯

水容量 

布部ダム 
洪水調整・上水道・

工業用水・発電 
55.9 5,000 

山佐ダム 洪水調整・上水道 56.0 4,450 

資料：島根県統計書 
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■農地転用状況 

                                                                                                        （単位：件，ａ） 

区分 平成 18 年度 

平成 19 年度 

総数 

安来 

広瀬 伯太 
市街化区域 

市街化 

調整区域 

総数 
件数 54 51 17 24 7 3 

面積 520.0 485.0 123.0 274.0 66.0 22.0 

住宅用地 
件数 26 19 11 7 1 0 

面積 87.0 114.0 92.0 20.0 2.0 0.0 

商工業用地 
件数 11 4 1 3 0 0 

面積 174.0 50.0 15.0 35.0 0.0 0.0 

その他の用地 
件数 17 28 5 14 6 3 

面積 259.0 321.0 16.0 219.0 64.0 22.0 

資料：農業委員会 

 

■気象の概要 

                            （単位：℃，㎜，％，m/S，日） 

区分 
平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

気
温 

最高（極） 39.0 37.0 

最低（極） -3.0 -0.5 

平均 15.89 16.48 

降水量 1,048.5 1491.0 

平均湿度 75.2 78.4 

最大風速 27.5 24.0 

平均風速 1.9 2.3 

天
気
日
数 

快晴 31 11 

晴 133 131 

曇 155 157 

雨 44 59 

雪 2 7 

資料：消防総務課 

 

 ◇気象の概要の内訳 
   （平成 20 年/単位：℃，㎜，％，m/S，日） 

区分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

気
温 

最高（極） 16.5 16.0 20.5 29.0 31.0 32.0 36.0 37.0 32.5 29.5 24.5 21.0 

最低（極） 0 -0.5 1.0 6.0 8.0 12.0 18.0 18.0 10.0 11.0 2.5 0.5 

平均 6.1 4.8 10.1 15.2 20.0 21.4 28.0 26.8 24.2 19.4 13.0 8.9 

降水量 110.0 135.0 122.0 133.0 104.0 255.0 63.0 219.0 107.0 44.0 99.0 100.0 

平均湿度 78.9 80.1 75.9 73.3 73.5 81.3 79.7 83.2 79.1 79.1 77.5 78.6 

最大風速 18.0 22.0 19.3 17.0 19.0 14.0 15.0 15.0 13.0 13.0 19.5 24.0 

平均風速 2.25 2.39 2.51 2.39 2.53 2.58 1.86 2.37 1.93 1.81 2.09 2.29 

天
気
日
数 

快晴 0 0 4 3 0 1 0 1 1 1 0 0 

晴 4 3 8 12 14 10 18 10 14 17 11 10 

曇 20 18 16 9 12 13 11 14 10 10 10 14 

雨 6 2 3 6 5 6 2 6 5 3 9 6 

雪 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

資料：消防総務課 

注）快晴：雲量１以下、晴：雲量２以上８以下、曇：雲量１ 

■主要山岳 

 （単位：ｍ） 

名称 標高 名称 標高 

猿隠山 816.9 メイゲ平山 229.1 

三郡山 806.0 三笠山 218.1 

鷹入山 706.1 車山 207.8 

天狗山 610.4 月山 183.8 

日向山 526.3 岳山 181.6 

京羅木山 473.0 佐幸寺山 178.0 

大辻山 365.0 兄弟山 176.7 

羽根ヶ谷山 360.9 清水山 107.4 

独松山 320.6 十神山 92.9 

要害山 281.2 城山 87.8 

鷲頭山 258.5 高塚山 48.7 

資料：安来市管内図 
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■人口・世帯 

 （単位：世帯，人，％） 

区分 
平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

世帯数 13,849 13,867 13,931 

人
口 

総数 44,603 44,174 43,743 

男 21,344 21,092 20,854 

女 23,259 23,082 22,889 

年
少
者 

人口数 

（14 歳以下） 
5,881 5,791 5,686 

率 13.18 13.10 12.99 

高
齢
者 

人口数 

（65 歳以上） 
12,426 12,587 12,662 

率 27.85 28.49 28.94 

資料：市民生活課 各年 3 月 31 日現在 

 

■年齢・構成 

（平成 19 年/単位：人） 
区分 男 女 

総数 43,096 20,442 22,654 

0～ ４歳 1,766 913 853 

5～ 9 歳 1,921 981 940 

10～14 歳 2,071 1,029 1,042 

15～19 歳 2,039 1,033 1,006 

20～24 歳 1,546 714 832 

25～29 歳 2,168 1,139 1,029 

30～34 歳 2,519 1,289 1,230 

35～39 歳 2,322 1,199 1,123 

40～44 歳 2,107 1,046 1,061 

45～49 歳 2,409 1,245 1,164 

50～54 歳 2,746 1,376 1,370 

55～59 歳 3,750 1,889 1,861 

60～64 歳 3,053 1,536 1,517 

65～69 歳 2,799 1,337 1,462 

70～74 歳 3,027 1,333 1,694 

75～79 歳 2,615 1,103 1,512 

80～84 歳 2,168 790 1,378 

85～89 歳 1,254 320 934 

90～94 歳 609 139 470 

95～99 歳 177 30 147 

100 歳以上 29 0 29 

年齢不詳 1 1 0 

0～14 歳 5,758 2,923 2,835 

15～64 歳 24,659 12,466 12,193 

65 歳以上 12,678 5,052 7,626 

資料：島根の人口移動と推計人口 第 17 表市町村年齢階級別人口 

注）国勢調査では、住民票の有無にかかわらず人口を把握するので、当該調 

注）査後に住民票を移動させると、人口が「差引不能」となる場合がある。 

     安来市の人口は、自然動態・社会動態共に、減 

少傾向にある。 
人口 

■人口動態 

（平成 19 年/単位：人，％） 

区分 島根県 安来市 

平成 19 年 10 月 1 日現在推計人口 731,652 43,096 

平成 18 年 10 月 1 日現在推計人口 736,882 43,504 

自
然
動
態 

出生 

総数 5,854 342 

男 3,023 167 

女 2,831 175 

死亡 

総数 8,527 516 

男 4,458 278 

女 4,069 238 

自然増加数 

総数 △2,673 △174 

男 △1,435 △111 

女 △1,238 △63 

率 △0.36 △0.40 

社
会
動
態 

県外転入 

総数 14,675 602 

男 7,648 288 

女 7,027 314 

県内転入 

総数 10,225 379 

男 5,378 188 

女 4,847 191 

県外転出 

総数 17,232 732 

男 8,713 378 

女 8,519 354 

県内転出 

総数 10,225 483 

男 5,378 240 

女 4,847 243 

社会増加数 

総数 △2,557 △234 

男 △1,065 △142 

女 △1,492 △92 

率 △0.35 △0.54 

人口増減 

総数 △5,230 △408 

男 △2,500 △253 

女 △2,730 △155 

率 △0.71 △0.94 

資料：島根の人口移動と推計人口 第 3 表市町村別人口動態 

注）県外転入には、市町村が職権により住民票に「記載」した人の数、 

県外転出には住民票から「消除」した人の数が含まれている。 

 

自然増加数＝出生児数-死亡者数 

自然増加率＝１年間の自然増加数/前年 10 月１日現在人口×100 

社会増加数＝転入者数-転出者数 
社会増加率＝１年間の社会増加数/前年 10 月１日現在人口×100 
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■移動理由別移動者数 
（平成 19 年/単位：人） 

 

資料：島根の人口移動と推計人口 第 7 表市町村移動理由別移動者数 

注）県外転入には、市町村が職権により住民票に「記載」した人の数、県外転出には住民票から「消除」し 

た人の数が含まれていない。 

 

■都道府県間移動者数（県外転入） 

（平成 19 年/単位：人） 
都道府県名 転入者数 都道府県 転入者数 

北海道 1 滋賀県 6 

青森県 1 奈良県 4 

岩手県 0 和歌山県 2 

宮城県 0 京都府 10 

秋田県 4 大阪府 37 

山形県 0 兵庫県 33 

福島県 6 鳥取県 243 

茨城県 6 岡山県 28 

栃木県 10 広島県 28 

群馬県 1 山口県 8 

埼玉県 10 徳島県 0 

千葉県 17 香川県 9 

東京都 21 愛媛県 0 

神奈川県 18 高知県 2 

新潟県 1 福岡県 15 

富山県 0 佐賀県 0 

石川県 3 長崎県 3 

福井県 1 熊本県 1 

山梨県 1 大分県 1 

長野県 0 宮崎県 0 

岐阜県 0 鹿児島県 0 

静岡県 2 沖縄県 4 

愛知県 11 国外 44 

三重県 5 不詳 1 

合計 598 

資料：島根の人口移動と推計人口 第 8 表市町村別都道府県間移動者数 

注）県外転入には、市町村が職権により住民票に「記載」した人の数が含ま 

れていない。 

区分 県外転入 県内転入 県外転出 県内転出 

移動者総数 2,192  598  379  732  483  

原
因
者 

総数 1,675  475  269  586  345  

転勤 202  50  50  55  47  

就職 213  45  14  124  30  

転職転業 111  47  13  36  15  

就学卒業 102  13  6  60  23  

結婚縁組 246  52  51  61  82  

新築転居 188  44  32  58  54  

その他 594  222  102  186  84  

不詳 19  2  1  6  10  

同伴者 517  123  110  146  138  

大都市圏への人口流出と近隣地域への人口移動 

が顕著に表れている。 
人口移動 

■都道府県間移動者数（県外転出） 

（平成 19 年/単位：人） 
都道府県名 転出者数 都道府県 転出者数 

北海道 3 滋賀県 6 

青森県 1 奈良県 7 

岩手県 0 和歌山県 0 

宮城県 7 京都府 15 

秋田県 2 大阪府 62 

山形県 0 兵庫県 28 

福島県 1 鳥取県 288 

茨城県 3 岡山県 35 

栃木県 2 広島県 44 

群馬県 0 山口県 10 

埼玉県 14 徳島県 1 

千葉県 13 香川県 8 

東京都 28 愛媛県 2 

神奈川県 27 高知県 2 

新潟県 0 福岡県 22 

富山県 0 佐賀県 1 

石川県 7 長崎県 2 

福井県 0 熊本県 0 

山梨県 0 大分県 1 

長野県 1 宮崎県 2 

岐阜県 3 鹿児島県 4 

静岡県 4 沖縄県 6 

愛知県 14 国外 46 

三重県 10 不詳 0 

合計 732 

資料：島根の人口移動と推計人口 第 9 表市町村別都道府県間移動者数 

注）県外転出には、市町村が職権により住民票から「削除」した人の数が含 

まれていない。 

 
移動者総数で最も多い理由は 

「結婚縁組」 

 

 

 

 

 
 

県外転入で最も多い理由は「結婚縁組」 

県外転出で最も多い理由は「就職」 

 

県内転入で最も多い理由は「結婚縁組」 

県内転出で最も多い理由は「結婚縁組」 

 

移動の理由は何？ 
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■地区別世帯数と人口 

（単位：人） 

地区名 世帯数 
住民基本台帳 外国人 

総数 男 女 総数 男 女 

総数 13,931 43,743 20,854 22,889 148 28 120 

安来地区 4,236 11,392 5,460 5,932 36 

 

赤江地区 1,270 4,234 2,060 2,174 15 

荒島地区 1,285 4,107 1,955 2,152 8 

飯梨地区 536 1,717 812 905 × 

能義地区 430 1,699 810 889 4 

大塚地区 503 1,694 791 903 2 

宇賀荘地区 527 2,028 974 1,054 4 

島田地区 940 2,988 1,424 1,564 17 

広瀬地区 1,550 4,893 2,298 2,595 41 

比田地区 435 1,407 659 748 × 

山佐地区 236 824 398 429 × 

布部地区 430 1,431 671 760 5 

安田地区 476 1,646 803 843 6 

母里地区 459 1,672 790 882 5 

井尻地区 316 1,083 505 578 × 

赤屋地区 302 925 444 481 2 

資料：市民生活課 平成 20 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：島根県 http://www.toukeika.pref.shimane.jp/toukei/st0/st0100.asp 

 

商業施設の集積や集合住宅を抱える島田地区の 

人口が、年々増加している。 
地区別人口 

■島根県旧市町村環境図 

 

 

 

 

島田地区に着目! ! 

 

 

 

 

 
島田地区は県境付近に位置するため、安来、米

子の両市から押寄せる工業化や市街化の流れに

より地域の形態が変化しつつあります。また、住宅

団地の戸数拡充などに伴う交通も整備され、地域

活性化が期待される地域です。 

 

（単位：人，％） 

区分 人数 

平成 17 年 

総数 2,867 

男 1,372 

女 1,495 

平成 12 年人口総数 2,661 

平成 7 年人口総数 2,694 

平成 12～17 年の

増加（5 年間） 

増加数 206 

増加率 7.7 

平成7～17年の増

加（10 年間） 

増加数 173 

増加率 6.4 

資料：国勢調査 

 

人口増加の要因は？ 
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■町丁・字等別人口 
（単位：人，歳） 

町丁字名 総数 

再掲 
平均 

年齢 
町丁字名 総数 

再掲 
平均 

年齢 
15 歳 

未満 

15～ 

64 歳 

65 歳 

以上 

15 歳 

未満 

15～ 

64 歳 

65 歳 

以上 

総数 43,839 5,926 25,539 12,374 47.4 日白町 117  19  71  27  46.0  

飯島町 2,046  392  1,304  350  40.0  赤江町 1,218  196  707  315  45.8  

安来町 6,326  842  3,556  1,928  48.5  東赤江町 583  67  380  136  46.8  

亀島町 -         - - - - 下坂田町 456  66  286  104  45.9  

宮内町 799  96  518  185  46.9  今津町 445  62  291  92  44.6  

南十神町 98  17  59  22  42.3  上坂田町 146  17  88  41  46.9  

黒井田町 2,463  424  1,546  493  42.4  切川町 1,246  199  772  275  44.2  

新十神町 508  63  314  131  47.0  中津町 374  43  241  90  46.0  

恵乃島町 -         - - - - 穂日島町 -        - - - - 

島田町 568  57  334  177  50.4  中海 -         - - - - 

門生町 231  35  129  67  46.5  汐手が丘 339  104  215  20  31.3  

中海町 -         - - - - 広瀬町石原 306  57  182  67  42.5  

吉佐町 383  39  235  109  48.1  広瀬町町帳 728  131  480  117  40.4  

佐久保町 292  35  188  69  47.6  広瀬町富田 286  31  161  94  49.6  

九重町 122  13  76  33  49.5  広瀬町広瀬 2,599  309  1,418  872  49.5  

早田町 96  14  63  19  43.1  広瀬町祖父谷 176  23  84  69  52.4  

清水町 173  38  89  46  43.1  広瀬町下山佐 579  63  289  227  53.4  

宇賀荘町 448  56  263  129  46.7  広瀬町菅原 328  38  188  102  49.8  

清井町 204  26  127  51  46.8  広瀬町西比田 640  71  314  255  54.1  

清瀬町 132  15  85  32  45.0  広瀬町梶福留 307  25  160  122  54.1  

吉岡町 125  16  63  46  51.4  広瀬町東比田 455  29  233  193  55.2  

野方町 164  21  93  50  48.7  広瀬町西谷 249  31  131  87  51.0  

折坂町 167  22  108  37  45.2  広瀬町奥田原 271  31  138  102  51.8  

柿谷町 122  9  72  41  53.0  広瀬町上山佐 562  69  301  192  50.4  

鳥木町 112  13  64  35  46.7  広瀬町布部 867  103  439  325  50.9  

大塚町 991  95  582  314  50.8  広瀬町宇波 337  30  172  135  53.5  

下吉田町 221  29  122  70  48.7  伯太町安田山形 87  7  42  38  56.9  

上吉田町 354  63  183  108  47.5  伯太町安田関 149  13  90  46  50.4  

能義町 87  9  54  24  48.6  伯太町安田宮内 170  34  107  29  40.8  

実松町 148  23  81  44  49.0  伯太町未明 112  20  62  30  44.0  

赤崎町 266  27  153  86  49.1  伯太町安田中 160  27  89  44  46.3  

月坂町 638  80  404  154  45.5  伯太町安田 954  149  547  258  45.9  

沢町 268  39  151  78  47.7  伯太町東母里 675  87  421  167  44.7  

利弘町 253  34  155  64  47.7  伯太町母里 597  69  345  183  49.2  

飯生町 302  46  184  72  45.4  伯太町西母里 359  53  227  79  44.7  

矢田町 117  10  58  49  54.5  伯太町井尻 383  37  217  129  50.9  

田頼町 316  37  191  88  47.7  伯太町高江寸次 106  15  51  40  50.0  

西松井町 166  29  95  42  44.8  伯太町須山福冨 119  8  51  60  58.0  

飯梨町 405  26  258  121  50.6  伯太町日次 134  28  70  36  45.4  

岩舟町 105  12  56  37  49.8  伯太町横屋 161 15 80 66 53.0 

神庭町 107  9  62  36  51.2  伯太町峠之内 177 12 105 60 52.9 

植田町 396  52  228  116  47.7  伯太町赤屋 143 24 82 37 44.7 

古川町 268  21  102  145  61.3  伯太町下小竹 207 24 94 89 54.3 

西荒島町 124  14  67  43  51.4  伯太町上小竹 198 14 103 81 53.9 

荒島町 2,366  314  1,407  645  47.5  伯太町下十年畑 139 16 77 46 52.1 

西赤江町 1,090  157  689  244  46.2  伯太町上十年畑 162 13 95 54 52.5 

久白町 403  76  248  79  41.6  伯太町草野 63 2 27 34 62.6 

資料：国勢調査 平成 17 年 10 月 1 日現在 
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■高齢者福祉 

（平成 20 年/単位：人，％） 

区分 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

総人口 43,903 43,884 43,743 43,712 43,675 43,638 43,613 43,600 43,573 43,544 43,507 43,503 

高齢者 
(65 歳以上) 

人口 12,641 12,654 12,662 12,673 12,678 12,665 12,681 12,671 12,683 12,690 12,699 12,704 

率 28.79 28.83 28.94 28.99 29.02 29.02 29.07 29.06 29.10 29.14 29.18 29.20 

資料：市民生活課 

注）人口集計は、その月の最終開庁日で記載している。（月末が休日又は祝日の場合は、前日で記載している。） 

 

■社会福祉施設 

（単位：施設，人） 

区分 

平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

施設数 定員 入所者数 施設数 定員 入所者数 施設数 定員 入所者数 

児童館 2 90 34 2 90 22 1 30 9 

保育所（園） 19 1,260 1,144 19 1,320 1,169 19 1,320 1,245 

資料：子ども未来課 各年 4 月 1 日現在 
 

                                                                                       （単位：施設，人） 

区分 
平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

養護老人ホーム 
市内 

施設数 1 1 1 

定員 50 50 50 

入所者数 38 39 41 

市外の施設への入所者数 13 15 16 

特別養護老人ホーム 
市内 

施設数 4 4 4 

定員 270 270 270 

入所者数 270 270 270 

市外の施設への入所者数 0 0 0 

資料：福祉課 各年 4 月 1 日現在 

 

■障害者福祉 

◇手帳所有者数の推移 
（単位：人） 

区分 
平成 17 年 

（2005 年） 

平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

身体障害者手帳 2,418 2,462 2,555 

知的障害者療育手帳 290 329 333 

精神障害者保健福祉手帳 169 215 204 

資料：安来市障害者基本計画（福祉課） 各年 4 月 1 日現在 

 

 
◇障害児保育の状況 

（単位：か所，人） 

区分 平成 18 年度 平成 19 年度 

実施か所数 8 11 

実利用児童数 11 20 

資料：安来市障害者基本計画（子ども未来課） 

     平成 19 年の高齢化率は、全国で最も高い島根県 

       （28.2％）で、安来市はそれを上回る数値である。 
福祉 

◇特別支援教育の状況 
（単位：学級，人） 

区分 
平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

小学校 
学級数 23 22 

児童数 42 42 

中学校 
学級数 11 9 

児童数 28 26 

資料：学校基本調査 各年 5 月 1 日現在 

 

◇企業における障害者雇用の状況 
（平成 19 年/単位：人，社，％） 

常用労働者数 障害者数 実雇用率 
法定雇用率

適用企業数 

未達成企業

の割合 

4,645 66 1.4 26 50.0 

資料：安来市障害者基本計画（松江公共職業安定所安来出張所） 平成19年 6月 1日現在 
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■介護保険 

               （単位：人，％） 

区分 
平成 18 年 

（2006 年） 

平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

第 1 号被保険者数 12,437 12,599 12,678 

要支援・要介護認定者数 2,387 2,369 2,439 

認定率 19.1 18.8 19.2 

資料：高齢者安心課 各年 3 月 31 日現在 

 

■国民健康保険 

（単位：世帯，人，円） 

 

資料：市民生活課 国保年報 各年 3 月 31 日現在 

 

■国民年金 

（単位：人） 

区分 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

被保険者数 7,715 7,664 7,342 

第１号 
強制 5,192 5,086 4,872 

任意 33 25 30 

第 3 号 2,490 2,553 2,440 

福祉年金受給権者 37 31 20 

資料：市民生活課 各年 3 月 31 日現在 

第１号（強制）：自営業・自由業・学生・フリーアルバイター・年金の適用を受けていない事業 

            所に勤務している人などで 20 歳以上 60 歳未満の人 

第１号（任意）：60 歳以上 65 歳未満の人、海外に居住している人など 

第 3 号    ：厚生年金・共済年金に加入している配偶者に扶養されている人 

 

 

■生活保護 

（単位：人，％，千円） 

区分 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

被保険者数 1,975 186 2,412 

保護率（人口千人）対 3.68 4.22 4.63 

保護費総額 280,983 256,633 314,550 

内訳 人員 金額 人員 金額 人員 金額 

扶
助 

生活 1,588 69,648 1,803 74,780 2,063 82,378 

住宅 919 11,519 1,209 14,959 1,414 17,572 

教育 51 379 118 915 188 1,316 

医療 1,646 167,437 1,633 137,812 1,849 182,601 

出産・生業・葬祭 37 656 26 190 27 251 

介護 235 13,575 244 12,492 337 10,807 

保護施設事務費 86 17,769 94 15,485 121 19,626 

資料：福祉課 

区分 
平成 19 年 

（2007 年） 

平成 20 年 

（2008 年） 

被保険者数 
世帯 7,985 8,060 

人員 15,774 15,701 

保険税 
１世帯当たり 148,729 147,889 

１人当たり 75,289 75,918 

医療の給付 

保険給付費 2,646,138,804 2,908,323,421 

１世帯当たり 331,389 360,834 

１人当たり 167,753 185,232 

 

医療費（一般＋退職＋老人）の都道府県順位 

 

 

 

 
 （平成 19 年度/単位：円） 

順位 
都道府県名 

1 人当たりの 

医療費 
指数 

全国平均 403,379 100.0 

1 高知県 515,926 127.9 

2 山口県 515,300 127.7 

3 広島県 514,708 127.6 

4 鹿児島県 504,434 125.1 

5 北海道 500,951 124.2 

6 大分県 499,055 123.7 

7 香川県 490,721 121.7 

8 福岡県 490,691 121.6 

9 長崎県 489,601 121.4 

10 島根県 488,207 121.0 

資料：国民健康保険中央会 

注）医療費は、一般、退職、老人を合算して計算しています。 

指数：全国平均＝100 としたとき 

 

医療費（老人）の都道府県順位 

（平成 19 年度/単位：円） 

順位 
都道府県名 

1 人当たりの 

医療費 
指数 

全国平均 869,163 100.0 

1 福岡県 1,075,811 123.8 

2 高知県 1,037,818 119.4 

3 北海道 1,035,316 119.1 

4 沖縄県 1,004,614 115.6 

5 広島県 1,004,462 115.6 

27 島根県 824,894 94.9 

資料：国民健康保険中央会 

 

１人当たりの医療費は？ 

 

 
 




